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市
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

さ
ら
な
る
推
進
や
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
未

来
を
見
据
え
た
新
た
な
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

段
階
的
に
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
全

10
学※
府
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
を
連
続
し
た
一
つ

の
期
間
と
し
て
考
え
、
9
年
間

を
見
通
し
た
教
育
や
、
小
中
学

校
間
で
子
ど
も
の
情
報
交
換
を

行
い
、
生
活
面
の
課
題
解
消
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

を
導
入
し
、
学
校
や
保
護
者
、

地
域
で
暮
ら
す
方
が
一
体
と
な

り
、
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
、

学
校
を
運
営
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

①
児
童
生
徒
数
の
減
少

平
成
29
年
5
月
1
日
現
在
、

新時代の
新たな学校づくりへ

そ
の
一
つ
が
「
学
府
一
体
校
」

で
す
。
学
府
一
体
校
は
、
学
府

内
に
あ
る
小
中
学
校
を
同
一
敷

地
に
設
置
す
る
も
の
の
ほ
か
、

左
図
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
形

態
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
・
地
域
に
暮

ら
す
方
・
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
」

こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
の
特
性
や
不
登
校
な
ど
に
対

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
の
数
は
1
万
3
9
4
4
人

で
す
。
し
か
し
、
人
口
と
同
様

に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
20
年
後

は
1
万
人
、
30
年
後
は
9
千
人

を
下
回
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、

子
ど
も
同
士
の
交
流
の
減
少
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
校
舎
の
老
朽
化

　

校
舎
な
ど
教
育
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
計
画
的
な

修
繕
や
建
て
替
え
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
育

っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
小
中
一
貫
教

育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
、
未

来
を
見
据
え
た
新
し
い
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
状
況

新
た
な
学
校
づ
く
り
へ

社会教育施設など

学府内に施設一体型の小中学校
と既存施設で運営する小学校が
存在するもの

向上型学府一体校（Ｂ型）

社会教育施設など

現在行われているように、既存
施設のまま小中一貫教育を推進
し、社会教育施設を含むもの

充実型学府一体校（Ｃ型）

社会教育施設など 社会教育施設など

中学校を 2つに分け、既存小学
校区それぞれに、施設一体型と
して設置するもの

未来型学府一体校Ⅱ（Ａ′型）

社会教育施設など

未来型学府一体校Ⅰ ( Ａ型 )

各学府にある小学校と中学校を
全て、施設一体型として 1つの
敷地に設置するもの

学府一体校の形態

TOPIC

※学府・・・小中一貫教育を行う中学校区を単位とした
　　　　　　学校群を磐田市では学府と呼んでいます

応
し
た
「
9
年
間
の
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
開
発
」、
図
書
館
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
な
ど
を
含
む

「
多
機
能
型
学
校
の
検
討
」
も
し

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
や
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
、
地
域
に
暮
ら
す
方
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な

が
ら
、
一
体
校
の
導
入
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問教育総務課　☎0538-37-2115　℻0538-36-1517

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
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市
で
最
初
の
学
府
一
体
校
と

し
て
、
平
成
33
年
度
に
開
校
を

予
定
し
て
い
る
「
な
が
ふ
じ
学

府
一
体
校
」
は
、
こ
れ
ま
で
に

学
識
経
験
者
、
地
域
住
民
、
保

護
者
、
教
員
な
ど
で
構
成
す
る

「
新
た
な
学
校
づ
く
り
検
討
会
」

で
方
向
性
や
建
設
場
所
な
ど
を

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

な
が
ふ
じ
学
府
の
方
向
性
と

し
て
は
、
豊
田
中
学
校
と
豊
田
北

部
小
学
校
を
一
体
と
し
た
「
向
上

型
学
府
一
体
校
（
Ｂ
型
）」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
的
に
は
豊

田
東
小
学
校
を
含
め
た
「
未
来
型

学
府
一
体
校
Ⅰ
（
Ａ
型
）」
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
校
舎
の
建
設
場

所
は
現
在
の
豊
田
中
学
校
の
敷
地

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校

の
方
向
性

9 年間の
新カリキュラムの開発

　小学校高学年頃にあると考えられる発達上の
段差や、増加傾向にある不登校に対応するカリ
キュラムの開発

　発展的な学習内容や、補充的な学習内容を自
分で選択しながら学ぶことができるカリキュラ
ムの開発

　これまでの学習指導の計画（カリキュラム）を見直し、子ど

もたちの現状に対応したり、子どもたちの持つ可能性をこれま

で以上に伸ばしたりするために、9年間の新しいカリキュラム

の開発に取り組みます。

上記のカリキュラムなど、各学府の実情に合わせたカリキュラムを研究・開発していきます。

たとえば ･･･

 

人と人とのつながり
を深める

　学府一体校によって、子どもたち、先生、地域で暮らす方はこ

れまで以上に人との出会いを経験し、人と人とのつながりが深ま

ります。

　小学校と中学校の先生がこ
れまで以上に関わりを持つこ
とで、先生方の指導する力が
向上するとともに、子どもた
ちの学力の向上につながって
いきます。

　学府を一体と捉えることで、
地域で暮らす多くの人たちと
交流する機会が増え、これま
で以上に地域に対する愛着の
気持ちを育むことができます。

　交流スペースなどで小中学
生が共に過ごすことで、小学
生は身近な目標ができ、中学
生は頼りにされることで自分
が大切な存在であることが分
かります。

子ども同士のつながりの深まり
子どもと地域で暮らす方との

つながりの深まり
小中学校の先生同士の
つながりの深まり

学校と図書館などの社会教育施設などが複合した多機能型学校

の整備を検討していきます。地域で暮らす方も一緒に施設を使う

ことで、学校を核とした地域づくりも推進されます。

多機能型学校の検討

たとえば･･･

今後のスケジュール

地域連携室 放課後児童クラブランチルーム図書館

年度
H28

H29

H30

H31

H32

H33

基本構想策定

基本設計・実施設計

建設

開校


